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清々しい初夏の季節となりましたが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。 

前回産後ケア事業についてお知らせしましたが、新たに訪問型を開始しました。 

自宅に助産師が訪問するので、これまで施設に行くことが難しかった方も利用できま

す。（ 仙台市産後ケア事業ホームページの訪問助産師一覧を参照してください。） 

 

☆のびすく☆を利用してみませんか 

ご存じの方が多いと思いますが、仙台市子育てふれあいプラザ（のびすく）があり、様々な子育て支援を行

っています。その内容の一部を紹介します。 

【 ひろば 】 

家庭みんなの交流の場。スタッフが常駐しており子育てに関する悩み、心配、困った事など、子供を遊ばせ

ながら相談することができます。 

【 一時預かり（有料） 】 

短時間の託児（生後 6 か月～未就学児）を実施。託児希望の 1 か月前から受付けしています。当日でも空

きがあれば利用可能です。（1 時間 600 円（以後 30 分ごとに 300 円） 

【 のびすく子育てコーディネーター】 

子育て支援に関する豊富な知識と経験を持った専門の相談員が、相談者のニーズに合わせて子育てに関す

る情報提供をしたり、サービスを得られるよう関係機関・事業とのつながりを支援したりします。 

 

 
 

育休を取ったパパたちからお話聞きました 

A さん 

妻の負担を極力減らすことを目指しました。赤ちゃんの世話は授乳以外全部できるようになり、妻が 

長時間出かけることも可能になりました。妻にも上の子にも喜ばれ、家事のスキルもアップして今後の生

活にもつなげられました。 

Ｂさん 

育休を取って良かったと思うことは、まずは妻が産後に休養に専念できたこと。24 時間一緒に育児して   

いるので妻のしてほしいことにすぐに対応できるようになった。あと朝夕の散歩が日課になったおかげで

近所に知り合いが増え、気軽に情報交換できるようになった。 

 

5 西 広報担当 

市立病院スタッフのすくすくコラム  ～小児科医師Ｓ編～ 

父親って意外と役立たずだな。初めての子どもが誕生して 1 年が過ぎた今でも感じることです。 

産まれて間もない時、3 時間毎に母乳をあげる妻をただ側で見守る。生後 6 か月、父が抱っこすると号

泣、母が抱っこすると泣き止む。1 歳、父の寝かしつけは嫌がる、母だと落ち着いて寝る。やはり乳児期

に一緒に過ごす時間が愛着形成のうえで大事なことだと痛感しました。小児科医としての知識なんて全

く育児に役立ちません。風邪を引いたときに少し活躍する程度です。仕方ないので身の回りの家事に励む

毎日です。でも父は諦めず、今日も寝かしつけにチャレンジします。 

 


